








要約:東京都下の日本赤十字社5病院の産科施設は 1976 年 4 月，病院ベースの先天異常モ

ニタリング開始以来16 年余を経過した。

今回は 1988年の厚生省先天異常モニタリング研究班(小西班)のとりきめに基づく 33 マー

カー奇形について,1988 年 1 月より 1992 年 12 月にいたる推移を各年次別に出産 1 万対頻

度・ベースラインに基づく予測数,観察数/予測数比,3 以上の多発奇形児数,母年齢 35 歳

以上ダウン症出産頻度等について比較考察した。'89 年以降,二分脊椎・脳瘤，先天性水

頭症,小耳症,外耳道閉鎖の増加が注目された。


